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1801 年にブリテン（イギリス）とアイルランドが合同し連合王国が発足して以降、両国の政治、経済、文化の関係

は緊密さを増し、人的な交流も盛んになります。本書はその 19 世紀に連合王国で刊行された旅行ガイドを、数多

くの図版や折込み地図など含め復刻するコレクションです。合同から世紀半ばの大飢饉、自治を求める運動が盛ん

になる世紀後半へと、激しく変化するアイルランドの 19 世紀が俯瞰できるよう、それぞれの時代の特色ある５種

の文献を収録します。

　アイルランド史研究としてだけでなく、アイルランド文学研究の背景資料や文化史、近代ツーリズム研究の資料

としてご利用いただけます。
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編者より
勝田俊輔（東京大学文学部）

今回復刻されるアイルランド旅行ガイドコレクションは、さまざまな意味で注目に値する。第一に、これらの

ガイドは主にブリテン（イギリス）からの旅行者向けに書かれたものだが、物価や移動手段、宿場町の様子、

名所旧跡といった旅の実用情報だけでなく、当時のアイルランド社会についての観察記録や図像も含んでいる。

有用かつ興味深い歴史史料である。

　歴史史料として見ると、本コレクションから最初に読み取ることができるのは、アイルランドの空間的多様

性である。これが第二の注目点である。一般に旅行ガイドは地域ごとの相違を強調するが、特にアイルランド

の場合、自然条件の違いに加えて、12 世紀以来数度に渡ってイングランド／スコットランドによる征服・植民

を経験してきたことも大きい。このためブリテン島に近い北・東部と、離れた南・西部とではかなり違った社

会が形成されており、さらに 19 世紀には北部で工業化が進み、地域の違いに拍車がかかることになる。

　第三の注目点として、時間的な変化についてもこのコレクションは雄弁であり、19 世紀に起こった大きな社

会変動を跡づけている。例えば、アイルランドは世紀前半の人口過剰気味の社会から世紀末の人口減少に悩む

社会に変わり、田園風景の主役も、麦畑とジャガイモ畑から、牧草地でのんびり草を食む牛や羊に変わる。ま

た特にこのコレクションには、世紀半ばの大飢饉の直前・直後の旅行ガイドが収録されており、大飢饉の衝撃

の実像（そして虚像）についても情報を与えてくれる。

　第四の注目点をあげると、連合王国の複合的なアイデンティティの問題についても示唆的である。19 世紀の

イングランドやスコットランドの人間は、同一の国家に属したはずのアイルランド人を同胞として見ることは

なく、むしろ、アイルランド人との違いを意識することで自らのアイデンティティを作りだすことさえあった。

このような「内なる他者」としてアイルランドを見る傾向が最も強かったのが旅行者であり、この意味でこの

コレクションは、19 世紀のアイルランドだけでなくブリテンについても何事かを教えてくれる史料となってい

ると言えよう。
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● 1853 年にダブリンで設立された、 オシアン協会の会報全号を完全復刻。

● 18 世紀にスコットランドのジェイムズ ・ マクファーソンにより収集され、 スコットランドで 

書かれたものと誤って伝えられた、 ケルトの一連の叙事詩 「オシアン」 の源は、 アイ

ルランドにあると主張した、 ジョン ・ ドノヴァン、 ユージーン ・ オカーリなどアイルランド

の研究者達が設立した協会で、 アイルランド研究に大きな足跡を残した。

●後のアイルランド文芸復興運動の糸口ともなった本協会の発表の場となったこの雑誌

は、 アイルランド文学 ・ 歴史、 そしてケルト文化全般の様々な研究に利用できる貴重

な文献。

監修者の言葉
京都大学名誉教授　佐野　哲郎

1853 年 3 月 17 日、セント・パトリックス・デーを期して、ダブリンのトリニティ・カレッジに近いある書店に、

数人の人物が集まった。彼らがオシアン協会を設立したのは、その 2 か月後の 5 月 9 日だった。この協会の目的は、フェ

ニアン伝説、すなわちフィン・マク・クールを頭領に戴くフェニアン（戦士）たちを主人公とした詩や物語を、古文

書や民間伝承のなかから掘り起こして、アイルランドの言語と文字で印刷し、忠実な翻訳とともに、世に問おうとい

うものだった。

協会の活動は短かった。1854 年に会報の第 1 号を刊行してから、あしかけ 9 年で、活動は終わった。その間に刊行

された会報は、全 6 巻だった。しかし、第 1 巻の『ガウラの戦い』は、フェニアンの最後の戦いとして、また彼らの

最大の勇者であったオスカルの死を語る物語として、今ではよく知られている。また、第 3 巻の『ディアミッドとグラー

ニアの追跡』は、『トリスタンとイゾルデ』の物語の原型とも言われる、有名な物語である。いずれも、完全な形で翻

訳されたのは、初めてだった。

さらに見逃せないのが、第 4 巻の『常若の国のオシーンの歌』である。これは 18 世紀の詩人ミホール・コミンの作

品である。フェニアンたちを主人公とした詩や物語は、アイルランドでは最も人気があり、18 世紀に至るまで、次々

と新しい作品が生まれ続けたが、これは、その最後を飾るものと言えよう。これが現代において注目されるのは、それ

までオシーン（スコットランドではオシアン）を主人公として断片的に語り伝えられてきた「浦島伝説」の集大成が、

この詩であったということのほかに、Ｗ・Ｂ・イェイツが 1889 年に発表して、いわゆるアイルランド文芸復興の発端

となった『オシーンの放浪』が、この詩に想を得たからでもあった。さらに、イェイツは、第 1 巻、第 3 巻、および第

4 巻に収められた小品からも示唆を得ている。新しい文学運動のきっかけとなったのは、最後のフェニアン詩であった。

多くの作品には、詳しい注が付けてある。ときには、膨大な量に及んでいるものもあって、編者たちの意気込みを

うかがわせる。彼らの脳裏には、18 世紀に「オシアン詩」を世に出して、大評判となったスコットランドのジェームズ・

マクファーソンがあったに違いない。つまり、フェニアン伝説は、本来アイルランドに起こり、それがスコットラン

ドにも伝わったものであって、本家はこちらなのだ、という意識が、膨大な注釈となって現れたのだろう。アイルラ

ンド神話・伝説の研究は、20 世紀に長足の進展を遂げたが、その重要な土台となった本協会の活動は、今も独自の光

彩を放っている。


